
北陸新幹線（敦賀・大阪間）の早期開業に関する要望書 

 
北陸新幹線敦賀・大阪間については、金沢・敦賀間の開業に続き、新

大阪まで一気に、一日も早く全線開業を実現するため、政府・与党にお
いて、次の事項を実現するよう強く要望する。 

 
記 

 

１ 敦賀・大阪間について、沿線地域の意見を踏まえながら、駅・ルー
ト公表に向けた詳細調査および環境アセスメントを地元調整も含め丁
寧かつ迅速に進めること。 

２ 新幹線への公共事業費の拡充・重点配分、貸付料の前倒し活用や算
定期間の延長、必要に応じ、財政投融資の活用等により、敦賀・大阪
間の建設財源確保の見通しを早期に立て、新大阪駅まで一気に整備し、
全線開業を 1日も早く図ること。 

３ 新大阪駅や京都駅については、既存の新幹線や多くの在来線との接
続が生じること、加えて新大阪駅については北陸新幹線のほかにも新
線の乗り入れも想定されていることから、駅利用者の利便性等、新線
接続による整備効果が最大限確保されるよう、駅位置について早期に
関係者間の調整を図ること。 

４ 国土交通省の地方創生回廊中央駅構想において新幹線ネットワーク
のハブと位置付けられている新大阪駅について、民間プロジェクトの
組成など事業スキームの早期検討のための予算を確保すること。 

５ 建設財源の確保にあたっては、国家プロジェクトにふさわしい十分
な予算措置を講じること。なお、その際、コストの縮減を図るなど、
沿線の地方自治体に過度の負担が生じないようにすること。 

６ 敦賀・大阪間の整備に伴う並行在来線は存在しないと考えており、
現にこれまでの整備新幹線で、新幹線の通らない県内の在来線や大都
市近郊区間が、並行在来線として取り扱われた例はない。この考え方
を確認すること。 

７ 金沢駅・敦賀駅間の開業から新大阪駅まで全線開業するまでの間、
北陸・関西間の円滑な流動性を確保するため、在来線特急の運行本数
の維持・拡大と、敦賀駅での乗り換え利便性の確保等アクセシビリテ
ィの充実を図ること。 
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